
平成18年12月橋本市議会定例会会議録（第４号）の２ 

平成18年12月13日（水） 

                                           

（午前９時30分 開議） 

○議長（上田順康君）おはようございます。 

 ただ今の出席議員数は31人で定足数に達し

ております。 

                     

○議長（上田順康君）これより本日の会議を

開きます。 

                     

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（上田順康君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第81条

の規定により、議長において11番 辻本君、

14番 中西峰雄君、25番 岡 勲君の３人を

指名いたします。 

                     

 日程第２ 一般質問 

○議長（上田順康君）日程第２ 一般質問 を

行います。 

 順番19、32番 井上君。 

〔32番（井上勝彦君）登壇〕 

○32番（井上勝彦君）皆さん、おはようござ

います。平成18年12月定例会３日目のトップ

バッターで、井上勝彦、一般質問させていた

だきます。 

 本日は、行政改革の実現に向けてというこ

とで、私なりに、一般質問するために11月に

予定をしてあったわけなんですけども、11月

の末に当局からも大綱が出まして、そういう

形で、ちょっと一般質問するのに、考え方と

して少しばらばらになるかもわかりませんけ

ども、大綱に沿って一応やっていかなければ

ならないと思っておりますので、少しご了解

をしていただきまして、させていただきたい

と思います。 

 きょうは通告書に基づいてできるだけやり

たいと思っておりますけれども、ご了解願い

たいと思います。 

 それでは、長らく景気の低迷によって、大

企業ですらも必死になって自分を守ろうとし

ておる昨今でございます。なりふり構わぬ大

企業の犠牲になるのはその従業員であり、関

連する中小企業であって、失業者の増大であ

り、中小企業の倒産という将来への不安が広

まり、明日の生活に希望と安心感が持てない

時代となってきておるのが、皆さんご承知の

とおりでございます。また、地球規模での環

境問題、テロの恐怖、貧困からくる治安の悪

化等々であります。 

 私は、今のこの時代であればこそ、行政の

質の改革に取り組み、住民本位の人間性豊か

なまちづくりをめざし、諸施策を積極的に推

進していかなければならないと私なりに思っ

ております。 

 また、新橋本市となって、今一番大事なと

きでもあります。少しでも住民の皆さまのご

要望にこたえるべく、市民の方々とともに話

し合い、行政の質の向上に取り組まなければ

と思っておるわけでございます。 

 そこで、行政改革の実現に向けて、複雑化・

多様化する住民のニーズに対応するための、

行政サービスの質の向上と適正化についてで

あります。 

 １番目には、事務事業の見直しについてで

あります。これは一例でございますけれども、

例えば佐賀市では総合窓口といいまして、窓

口を一本化して、市民の皆さま、来庁される

方々に番号札を渡して、市民の不便をかけな

いように改善をされております。そういうこ
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とで、これは一例なんですけれども、そうい

う改善をすべきことはたくさんある中で、そ

ういった考え方があるのかないのか、お考え

をお聞きしたいと思います。 

 また、本プランに掲げました項目以外には、

本市ではさまざまな取り組みを実施いたして

ございます。例えば、窓口サービスでは、市

民の皆さまが、戸籍の移動あるいは住所の変

更、それに伴う国民健康保険等の手続を行う

ために市役所を訪れることが多いわけであり

ますが、できるだけ少ない移動で一連の手続

を完了することが可能なように、本庁１階の

フロアに関係部署を配置するなど、いわゆる

ワンストップサービスに近づけるよう、現在

取り組んでおるところでございます。 

 それから２番目に、民間活力の活用につい

て。今、民間でできることは民間でと言われ

ておりますが、特に市の施設について、民間

活力を早急に推し進めていくことが、行財政

改革の一環として、住民サービスを少しでも、

住民にサービスを低下させないためにも、そ

ういった民間活力を、ノウハウを生かしてい

くことについて、当局として、具体的にどの

ように考えておられるのかお聞きをしたいと

思います。 

 今後におきましても、より一層市民サービ

スの向上に向けて大きな改革をなし遂げなけ

ればならない、そう考えておりますので、よ

ろしくお願いをいたしたいと思います。  住民の皆さまの声につきましては、私もか

なりきついことを言われております。メリッ

トとデメリットと、住民に対してメリットと

デメリット、どう考えとるんなということで

聞かれまして、メリットは行政だけで、住民

はデメリットだけやと。そういう形で、非常

に厳しい声を聞かされております。 

 なお、残余の件につきましては、担当参与

より答弁をいたします。 

○議長（上田順康君）理事。 

〔理事（塚本 基君）登壇〕 

○理事（塚本 基君）次に、事務事業の見直

しについて、集中改革プランでは、行政サー

ビスの質の向上と適正化の項目の中の一つと

して掲げております。見直しにあたっては事

務仕分けを行い、所期の目的を達成した事業

については、廃止、縮小したり、合併により

生じた新たな事務事業については、再編、整

理を進めてまいります。また、「民間でできる

ことは民間に」をモットーに、行政と民間と

の役割分担を見直し、民間活力を最大限に活

用してまいります。 

 そういうことも含めて、一度、この２点に

ついて考え方をお聞きしたいと思います。 

 壇上での質問はこれぐらいにいたしまして、

また自分の席から質問させていただきます。 

 終わります。 

○議長（上田順康君）32番 井上君の一般質

問に対する答弁を求めます。 

 市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）おはようございます。

井上議員のご質問にお答えをいたします。 

 現在、幼稚園、学校、上下水道施設及び病

院施設を除き、市内にある約340の公共施設の

うち、17施設が指定管理者制度を導入し、サ

ービスの向上とコスト縮減に努めております。

今後は、本制度を導入した施設については、

事業評価を実施し、市民サービスの改善とコ

スト縮減を図るとともに、他の公共施設への

指定管理者制度の導入を検討してまいります。 

 さきの全員協議会においてご説明いたしま

した橋本市集中改革プランでは、行政サービ

スの質の向上と適正化を図るため、行政評価

制度の導入をはじめとして、平成22年度まで

の５年間で、49項目について取り組む計画と

なっております。 
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 以上でございます。 

○議長（上田順康君）32番 井上君、再質問

ありますか。 

 32番 井上君。 

○32番（井上勝彦君）市長、今ご答弁の中で

は、窓口の改善をして、できるだけ住民の皆

さんにご迷惑をかけないように改善をすると

いうご答弁をいただきましたが、特に、私が

なぜそれを強調いたしたいかというのは、今

後、やはり今の現在の市長もご存じ、自分で

思われとると思いますけども、特に高齢者と

か障害者の方々が来庁されても、今の場合で

は、場所が一つになってないからだと思いま

すけども、下水道にしたって、要するに建設、

住宅関係の申し込み、こういったものでも、

あちらこちらでばらばらでありまして、合併

をして、住民が役所へ行っても、どこへ行っ

ていいやらわからんという声があり、若い方

ならある程度案内所で聞けばすぐわかると思

うんですが、案内窓口にもおられますけども、

お年寄りとか障害を持った方が、橋本市に行

っても、あっち行け、こっち行けとよく言わ

れるんやというようなことで、そういうこと

もやっぱり不安の一端となっておる。それを

やっぱり一日も早く、合併をして不安に思っ

ておるところへ、特に窓口へ行ってでも十分

な案内、案内というんですか、あちらこちら

へと行かんなんというようなことで、不安が

不安に重なり合っておるというところがある

と思います。 

 そういうことで、一日も早く、そういう窓

口というんですか、住民サービスの一環とし

て、あまりお金をかけるというんじゃなくて、

やり方さえ変えれば、システムを変えていけ

ばすぐできる問題だと思いますので、できる

だけ早くやっていただきたいと思います。 

 それと、その窓口を機会に、先日来、皆さ

んもいろいろと質問されておりまして、合併

をして今現在、旧高野口町にも出張所が置か

れておるわけなんですけども、来年度から出

張所がなくなります。なくなった後、どうな

るんかなという心配もございますね。そうい

うことで、本庁の本部のシステムをきちんと

改革をしていただいて、そして、その後、高

野口地区を対象にするんではないんですけど

も、改革プランの中で、例えば住民サービス、

ニーズにこたえていくためには、隅田にも新

しい公民館がございますね。そういう隅田地

区とか、例えば恋野、学文路、紀見、それか

ら高野口というようなところへ、ＩＴという

んですか、インターネット、そういったもの

を結局活用して、そして今現在、高野口町に

は映像で対話できる、そういうことをつない

であるわけですね。テレビ電話というんです

か、そういう本庁の職員と住民とが顔を見な

がら話し合いをして、手続ができると。そう

いうシステムをつくろうと思えば、即つなげ

ばできるわけですね。そういうことで、やは

り自動交付器でとれる証明書なんかも、住民

票とか印鑑証明、所得証明とか、そういう課

税証明書、そういう証明関係なんかも、そう

いったところへ配置して、そして、その近く

でお年寄りや障害者の方が、そこへ行けば簡

単な手続やったらできるというようなシステ

ムづくりを、やはり今後の改革の中でやって

いくべく、そういう時代になっておるんと違

うかなと。それが本当の住民サービス。それ

で、出張所を置いてとかいうよりも、そうい

う連絡所という形ですね。連絡所という形で、

各地区にそういうＩＴシステム化を普及して

いくという形をとっていく必要があるんと違

うかと思うわけですけども、そういうことに

ついては考えあるかないか、いっぺん理事、

ちょっと聞かせてよ。 

○議長（上田順康君）32番 井上君の再質問

に対する答弁を求めます。 
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 理事。 

○理事（塚本 基君）一々ごもっともではご

ざいますけども、今のところそういう考えは

持っておりません。議員言われるように、行

政サービスの質の向上を図るというのは当然

のことでございまして、我々サービスを提供

する側は、市民の利便性を最優先とするのが

当然のことというのは、重々わかっておりま

す。 

 現在、総合窓口で案内させていただいてお

りまして、庁内の庁内配置図で番号を打たて

せもらって、各課の番号をつけさせていただ

いて、総合案内の女性の方が案内しておると

いうのが現状でございまして、市長の答弁で

もございましたように、できるだけ日常の手

続等々につきましては、１階のフロアにおさ

めるというふうなことでさせていただいてお

ります。 

 議員言われるように、現在そういうふうな

対話を考えたＩＴシステムというのはちょっ

と頭にないわけですけども、住民サービスを

提供する側から言いますと、市民の利便性を

最優先するというのが当然のことというふう

に考えておりますので、そこら辺の基本的も

のの考え方から、どのようにしたらええかと

いうことを今後考えていきたいというふうに

思っております。 

 以上です。 

○議長（上田順康君）32番 井上君。 

○32番（井上勝彦君）今のところ考えてない

ということなんですけども、理事、住民の皆

さんに、例えば吉野町ですか、吉野町とか津

市、三重県の津、こういうところでは各家庭

へ議会のこの今の、こういう内容まで全部見

れるようになっている。そういう、どんどん

どんどんＩＴが進んでおるわけでしょう。橋

本市もそういうふうに、そこまでしなさいと

は言わないけれども、住民の皆さんに、公民

館というんですか、近くの公共施設へそうい

うものをつないで、つなぐのは簡単につなげ

るんやから、そこで住民の皆さんがここまで

来んでも、できるものはその近くでできるよ

うなシステムをつくったらどうですかと。各

家庭へ全部引きなさいよということは言うて

ないんですよ。そういう、それもやっている

ところもあるんですわ。そういう本庁と同じ、

例えば庁舎、庁舎というんですか、公共施設

であれば簡単につなげると思うんやけども。 

 そこのところ、いっぺんちょっと聞かせて。 

○議長（上田順康君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）地域イントラの関

係にちょっと触れるような答弁になるかと思

いますけども、現在、合併しまして、光ファ

イバーを使用した高速の通信網ということで、

公共施設、公民館なんかはつないでございま

す。そういうことで、本庁と公民館、つない

でいるわけでございますけれども、現在それ

の活用について、いろいろ考えているような

状況でございます。 

 今までのホームページ等、市役所からの報

告とかメール関係については、従来どおりし

ておるんですけども、それ以上の活用、双方

向の活用も含めまして、今しているような状

況でございます。それで、市役所の１階にあ

りますモニターについても、この前からちょ

っといろんな情報、いろんなというところま

でいきませんけども、情報を流しかけたよう

な状況でございます。 

 それで、その自動交付器につきましては、

城山台は無人ということでしてまして、北公

民館については有人の、本庁も含めまして、

人がおる間だけ使うというような状況でして

ございます。それで、高野口につきましても、

館長なりがおるような状況で使っていくとい

う考え方でございますけれども、双方向の、

いてても双方向の連絡ができるような形とい
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うのは、ちょっと機器とか買い足した中で考

えられます。１回検討してみます。というこ

とで、無人で使うというところまでいきませ

んけども、有人であっても常時館長がいてな

くても連絡体制がとれるとかいうようなこと

が、できるのかできないかということも含め

まして、ちょっと検討していきたいなという

ことで考えていきたいと思います。 

○議長（上田順康君）32番 井上君。 

○32番（井上勝彦君）今、部長言われたよう

に、そういうことはやっぱり事務事業の見直

しという中で、事務事業を見直して、そして

住民の皆さまにサービスを提供していく。こ

のサービスは、やることによってやっぱり簡

素化をしていく。職員が無人であっても、８

時半から５時までの間でもいいわけですから。 

 それをやることによって、今度また山間部

の山奥におる方でも、そういうふうにつない

でいってだんだん慣れてくると、山間部のそ

ういう高齢者、障害者の方にでもつないで、

今はもうインターネットというか、テレビ電

話で買い物も何と何と買うてという、民間で

もそういうシステムがつくられつつあるんで

すわ。そやから、やっぱり行政として、そう

いう住民の皆さまにサービスを提供していく

という上で、もっと前向きに、中へ閉じこも

っておらんと、やっぱり前向きに、もっと新

しいそういうシステムを活用していくという、

そういうここにも大綱の中に掲げてあります

けど、書かれてあるだけではいかんので、一

つでも構わんから実行していくという前向き

な姿勢を出すことによって、各課の関係の若

い方はこういうものはものすごく詳しい。

我々はわかりませんけども、そういう若い人

のノウハウを生かして、そして市民に行政サ

ービスを提供していくということを、やはり

考えてやっていただきたいと。 

 今、部長に答弁いただきましたので、いつ

できるかということで楽しみにしております。

そして、それが新市の初代の市長の目玉にも

なると思うので、できるだけ早くそういうシ

ステムをつくっていくように、皆さんで、皆

さんというか企画のほうで頑張っていただき

たいと思います。１つ目はそれで楽しみにし

ております。 

 あと２つ目の、民間の活用について、今、

理事のほうから、340カ所の施設の中で17施設

が一応民間にということでやられているとい

うことなんです。民間のノウハウを取り入れ

て、いっぺん試験的にやっているということ

なんですけれども、例えば、具体的に今後、

この17カ所というのはちょっと資料にあるわ

けなんですけど、これも当然こんなんもう、

やってええような場所ばかりやと思うんです

けども、例えば、今現在ある高野口町の産業

文化会館、これは産業文化会館となっておる

わけですね。それをやはり教育委員会管轄に

なってますね。 

 そういうことで、私なんべんも、早くそう

いう民間のノウハウを取り入れて、あれだけ

の高い土地を買ってどうのこうのと言うて、

駐車場も広いし、かなりの、土地は僕は安く

買うてあると思うんですけども、橋本市へ来

てから高い土地を買うたということで言われ

ている方もたくさんおりますが、あの駐車場

は有効に生かせば、非常に産業にとって、産

業の改革、発展については非常に場所的にも

いいと。世界遺産高野山の入り口にもなるし、

そういう、あの場所を生かしていくためには

どうしたらいいかということを、民間の方に

も相談をして、どのようにしたらあの文化会

館が活用できるかということを、そういうこ

とも具体的にもっと考えてもらわんことには

具合悪いと思うんですが、理事、そのことに

ついて、それは第一例ですけども、いっぺん

答弁願います。 
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○議長（上田順康君）理事。 ○32番（井上勝彦君）今後検討していってい

ただくということで、とにかく検討します、

努力しますという答弁が非常に多いので、吉

田部長かな、先ほど言われたような形で、前

向きに、具体的に実行に移していただきたい

というのが私の考え方なので、例えば、これ

は産業文化会館も一例なんですけども、幼保

一元化も含めてでございますけども、要する

に、民間でできるものは民間でという、この

ことについては、この大綱の中でも、まだま

だ完全にちゃんと読んでないのでわかりませ

んけれども、理事のまとめられた、皆さんで

まとめられたんでしょうけども、集中改革プ

ランというんですか、そういうものの中で、

２ページに民間委託の推進と。指定管理者制

度の活用を含んでということで、この民間活

力の活用の中で、大綱の中に、改革プランの

中にも入れられておりますけれども、それじ

ゃ具体的に何と何をするんやということが、

まだ全然見えてこないし、このプランの中で

は、職員の、要するに事業の見直し等とあり

ますけども、ほとんど、きのうも言われてお

りましたけども、減額、減額、減額という、

減額するのはいいんですけども、そういうこ

とのプランがたくさんあるわけなんですけど

も、民間に委託をする施設が非常にたくさん

あるわけですね。そういう一つの事業を皆平

均にしてばらばらになっております。 

○理事（塚本 基君）ご答弁させていただき

ます。 

 議員仰せのとおり、17項目は指定管理者制

度を導入させていただいておりますが、これ

はすべて非公募でございまして、いわゆる指

定管理者制度の民間活力を利用した、有効に

活用した、経済性も住民サービスも向上させ

るというふうなことに、正直のところつなが

っておらんのではないかなというふうにも思

うわけでございますけども、今、産業文化会

館及び温水プールという話もございまして、

これについては、検討施設として取り上げさ

せていただいて、今後、指定管理者制度を導

入していくというふうな方向で進めることに

なろうかと思います。 

 関係部署によりまして、橋本市産業文化会

館の運営及び活用検討委員会というのを、本

年11月頃開催して、それもまたその中でいろ

いろ検討していくというふうなことも聞いて

おりますので、そこら辺でいろいろ問題点を

練っていただいて、どのようにしていくかと

いうふうなことになろうかなと思っておりま

す。 

 ほかにも、幼保一元化等々に伴う保育園、

幼稚園の民営化、指定管理者制度を施設とし

て検討課題としてやっていこうというふうな

ことで動かしていただいておりますので、340

施設につきましても、廃止、移譲、存続とい

うふうな形を踏まえまして、今後、存続する

場合には直営で行かないかんべきものか、指

定管理者制度にすべきものかというふうなこ

とも検討した中で、公共施設のあり方という

ことをどのようにするかということも含めて

検討していきたいということで、今進めてお

るところでございます。 

 例えば、ここでこの話をしていいかどうか

わかりませんけども、例えば公益的な、公益

でやられている事業、例えば病院の輪番制の

問題とか、それは民間に委託できるかどうか

わかりませんけども、輪番制の問題とか、あ

るいは広域下水の問題とか、ごみもそうです

けども、そういうものも民間に委託できるも

のはやっぱりしていくと。ノウハウを生かし

て。そういう、例えばし尿処理の処理場の問

題とか、あるいはほかに公益でやっている事

 以上です。 

○議長（上田順康君）32番 井上君。 

－150－ 



業、たくさんありますね。そういうものもや

っぱり含めて、ちゃんと早く民間に委託をし

て、できるだけプラスマイナスどちらがいい

のかということも計算に入れて、計画をやっ

ぱり具体的に先出していただくということも、

考えていただく必要があると違うのかなと思

うわけなんですけども、その点についてどう

ですか。 

○議長（上田順康君）理事。 

○理事（塚本 基君）基本的に、井上議員の

言われることは、もうそのとおりというふう

に思っております。それに尽きると思います。

先例地でもありますように、全事務事業を発

表して、それを民間で公募されるというふう

なこともございますので、そこら辺も含めて

小さい市役所をめざすというふうなことが、

今後そのような形になってこようかと思いま

すので、そうすることになりますと、やはり

民間活力を活用しなければならないというふ

うなことですので、積極的には思っておるん

ですけども、なかなか現実、そこまで340施設

をそのように移す、他の事業についてもその

ように移すというのはなかなかちょっと、中

身も把握した形で廃止も含めて考えていかな

いかんというふうに考えておりますので、基

本的に議員言われる方向では進めていきたい

というふうに考えております。 

○議長（上田順康君）32番 井上君。 

○32番（井上勝彦君）それでは、そういう形

で、例えば高野口のデイサービスセンターな

んかで、福祉関係なんかでも、今、民間委託、

社会福祉協議会に委託しているわけなんです

けども、そういった限定された、これからは

やはり全体的に行政改革推進法というんです

か、そういう法律に基づいて動いておられる

と思うんですけども、簡素化をしていくとい

う、そういう法律に基づいてやっていくんで

すけども、一つ間違えばやっぱり大変な方向

へも行く可能性もあると。僕はそういう心配

も一方ではあります。 

 そういうことの中で、この行政改革推進法

に基づいて事業の見直しをやっていくわけな

んですけれども、そのためには、やはりきち

んとしたそういう民間の、今、地場産業も衰

退している中で、そういった地場産業をどの

ように生かしていくかということの中での、

そういう民間に委託をしていくためには、民

間委託ということになれば、ほかからの事業

者もたくさん来ると思うんですけども、でき

るだけ地元のそういうノウハウを、地元は地

元、橋本市は橋本市なりのノウハウを生かし

ていけるような、そういう民間に委託をして

いくという、地元を活性化させていくための

民間委託という考え方を、私はうまく言葉で

はよう言いませんけれども、そういう形をと

れるような事業というんですか、そういうも

のをめざしていくような形をとっていただき

たいと思いますけども、そのためにはやっぱ

り地元の事業者との話し合いというのか、そ

れも含めていろいろな事業があると思うんで

すけども、そういうものを含めて実施に移し

ていくために考えておられるかどうか、再度、

もういっぺん理事に聞いておきます。 

○議長（上田順康君）理事。 

○理事（塚本 基君）公共工事でも同じこと

ですけども、やっぱり地元を育成していくと

いうのは基本的な考えであろうかというふう

に思います。ただ、その受け皿自体がどのよ

うな状態になっているかということも問題視

されるというふうに思いますし、途中でもう

あかんのでやめますというふうなことになっ

ても、非常に住民に迷惑をかけるということ

にもなりますので、そこら辺を十分配慮した

中で、今後進めていきたいと考えております。 

○議長（上田順康君）32番 井上君。 

○32番（井上勝彦君）これで私の一般質問を

－151－ 



終わらせていただきますけれども、行政改革

大綱なるものを、中身を十分精査をしていた

だいて、最後になりましたが、橋本市行政改

革推進室というものもつくるやに、今市長が

言われておりましたが、そういう中で、でき

るだけ地元企業の方々にも委員に入っていた

だいて、そして、ただ市の方向付けというだ

けじゃなくて、地元の民間のノウハウを持た

れているいろいろな業者がおると思うんです

が、そういう人にも改革の推進の委員会に入

っていただいて、できるだけ公平に意見を聞

いて、できるだけいいものを実行していくと

いう形で考えていただけたらありがたいと思

いますので、ひとつそういうことでお願いを

して、お願いじゃなしに実行していただくと

いうことを言わせていただいて、私の一般質

問を終わらせていただきます。 

○議長（上田順康君）これをもって、32番 井

上君の一般質問は終わりました。 
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